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＜連絡事項＞

・2月定期心電図実施日が2月16日（木）14:30から2月21日（火）14:00へ変更となります。

・救急カート常備の塩酸ドパミンキットが院内在庫不足の為薬局へ下りています。補充

次第病棟へ届く予定です。

・2月17日（金）16:00～食事サービス管理委員会が開催されます。外城Ns･三和CW出席

　予定です。

＜患者様連絡事項＞

・駒木　学様～2月11日（土）御家族面会予定ですので、家族教室参加の是非の確認をお願いします。体験外出プログラム参加及び歯科受診いついては了承されており、医事室へ受診予約を済ませています。

・金沢　洋子様～2月13日（月）より作業導入となります。（Bグループ）又、買物カードが届いており自己管理としています。作業への取り組みや私物管理状況

　　　　　　　　の観察をし、異常体験に左右されている様子があるようでしたら適宜

介入をしていって下さい。

・宮本　建蔵様～本日より外泊出棟時に御家族へ通帳残金不足の件を伝え、入金して

　　　　　　　　頂いています。尚、家族教室参加の是非は明日の帰院時に確認する

                こととしています。

・宮　陽子様～青山荘入所の件について御家族へ連絡しています。来週会計の為、来院した際に御家族の都合の良い入所日を伝えるとのことでした。日時については明確にして頂きたい旨伝えています。

・布施　邦雄様～左奥歯痛にて歯科受診希望しています。御家族に連絡が取れ、歯科受診については了承されています。又、家族教室参加にも前向きに検討して頂けるとの事です。次回面会時に参加確認し、参加可能な場合は参加票の記入して頂くようお願いします。

・駒木　洋士様、袴田　隆裕様～日曜日に御家族が保護者選任書を持参された場合は

　　　　　　　　　　　　　　コピー（1部）しておくようお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　（コピー後原本は御家族へ返却してください。）

・出河　攻様～家族教室には不参加との事です。

・石切　久様～家族教室参加の是非について連絡していますが不在でした。引き続き

　　　　　　　家族連絡をとっていくようにして下さい。

＜注目患者様ケア検討＞

・佐々木　香様～2月1日～定期薬減薬後となっています。2月8日昼食時に帰宅に関する

要求を大声で訴え続け、オートドアの前に立っていることがありました。午後には繰り返し御家族へ電話をかけ帰宅を要求されており、御家族から「症状が不安定な様子ではないか。」とのお話しがありました。

　　　　　　　　依然、食事を摂ることやホールにて過ごす事などを躊躇する傾向が

あります。観念の障害（強迫観念）により、適切な行動を自己決定

出来ないものと考えられます。「食べる・食べない、食べたくない

　　　　　　　　食べちゃいけない。」等（観念）にアプローチの視点をあてるのでは

なく「レストランへ行って食事を摂る」等の適切な行動をおこすこと

への援助をすすめる様にしてください。そのためにはケースによって

　　　　　　　　スタッフ数名で介入を要する場合もありますので、状況をよく判断し

　　　　　　　　関わりを持っていくようにして下さい。

　　　　　　　　現在の状態については主治医へ情報提供しており、服薬調整を検討する

　　　　　　　　との事です。

・種本　福松様～水分を1日3～4Ｌ摂っているとの事で、主治医より水分摂取管理の必要性

　　　　　　　　について説明を受けています。水分摂取状況の把握と管理方法について

　　　　　　　　本人と確認をとりながらケアプランに反映させていくようにして下さい。

＜レク活動評価・検討＞

今月よりレクリェーションの内容を1ヶ月の予定としてスタッフサイドで設定の上、

患者様に提示しながらすすめています。

考えながら取り組む項目（新聞紙ジグソーパズル等）を実施した為か居眠りする方が少な

くなっています。また、月・木体育館にて実施したダイエット体操についても好評の様子

でした。各スタッフは実施目的（治療目的）と実施項目毎の観察点をより明確にしなが

ら評価し、内容を検討・充実させていくようにしましょう。

2月13日～2月23日体験外出プログラムが実施されます。参加メンバー、付添いスタッフ、

所持金、当日までの流れについては企画書を確認するようにして下さい。

（補足）

・所持金については当日に医事室から受け取り本人へ渡す。

・参加メンバーへの説明は2月11日（土）に行います。

・付添いスタッフのミーティングは当日の午前（時間未定）に実施。

付添いスタッフは、体験外出プログラムの目的を正確に把握し、実施時間等に支障が出

ないよう携わって下さい。

＜アルコール依存症治療プログラム評価・検討＞

立花法子様が現在3ヶ月目のプログラム導入中です。参加に対する拒否は見られませんが、

自己洞察(内観)にて不健全な家族関係（機能不全家族・共依存）であった現実に目を向

ける事に対する抵抗感が強く退院後、御家族（両親）とどのように関わっていくのか具体

的なイメージが掴めていない様子が伺えます。今後は自身の回復イメージと退院後の生

活設定構築への援助をすすめていく事とします。家族との関わりについては、退院後の

生活環境を考慮し、旦那様と関わり方に焦点を定めてすすめていくこととします。

現在、プログラム導入者が立花様のみの為、酒歴発表の際には御家族（夫）にも

参加して頂く事を検討していきます。

＜臨床心理士より：SSTについて＞

目標設定は場面をより具体的に設定する必要があります。（認知のズレを修正していく

必要がある為）

ケアプランにも連動していく事でもありますので、各スタッフは常に念頭に置きながら

SSTに携わるようにして下さい。






















